
幅広い分野で活躍する 
ポリビニルピロリドン

　ポリビニルピロリドン（PVP）図1は1930

年代にドイツで代替血
けっしょう

漿として開発され

た生体適合性の高い高分子材料で、皮

膜形成性、高親水性・両親媒性、接着性、

分散性、保護コロイド性、増粘性などの

多様な機能を有しており、現在は、分散

や増粘を目的とした一般工業用途や化

粧品、医薬品など幅広い分野で使用さ

れています。

　例えば、医療用中空糸は、人工透析

器に用いられ、腎臓の代わりに血液を

浄化するために使用されています。中空

糸には小さな穴が空いており、この穴に

よって老廃物や余分な水分、電解質を分

離して除去しますが、これはPVPが水と

溶剤の両方に溶解する特徴を利用して

製造されています。

　また、半導体の品質向上にも役立って

います。半導体の製造工程にはCMP★工

程とよばれる基板表面を平坦化する工

程があり、半導体デバイスの多層化・微

細化に欠かせません。CMPは研磨剤を

分散させたスラリーが用いられますが、

PVPの微粒子分散性や、ニュートン流体★

であること、さらにpHによる粘度変化が

少ないことなどの特徴を生かし、このス

ラリー用の分散剤として好適に使用され

ています。1）

　このようにPVPは身近なものから、医

療など安全性が欠かせない分野、半導

体プロセスまで幅広く使用されています。

当社PVP製品の特長

　当社は2002年に国内メーカーとして

は初めて自社技術によるPVPの製造を

開始し、一般工業用「ピッツコールⓇ」、香

粧品用「クリージャスⓇ」、日本薬局方に

適合した「アイフタクトⓇ」など幅広いラ

インアップを有しています 表1。また、当

社は長年培った合成技術を生かし、PVP

によるグラフトコポリマー「ピッツコール 

V-7154」図2 なども製品化・販売してい

ます。

　今後、半導体や医療分野などで要求性

能の高度化が予想される中、PVPの細や

かな分子設計・合成技術、カスタマイズ品

の創生によるアプローチで、これらの課題

解決に貢献できるよう目指していきます。

品番 形状 K値 
（粘性特性値）

重量平均 
分子量（Mw）

ピ
ッ
ツ
コ
ー
ル

K-17L 液体 15.0 ～ 19.0 9 ,000

K-30L 液体 27.0 ～ 33.0 45 ,000

K-30AL 液体 27.0 ～ 33.0 45 ,000

K-60L 液体 55.0 ～ 59.0 450 ,000

K-90L 液体 92.0 ～ 96.0 1 ,200 ,000

K-120L 液体 110.0 ～ 130.0 2 ,800 ,000

K-17 粉末 15.0 ～ 19.0 9,000

K-30 粉末 27.0 ～ 33.0 45,000

K-50 粉末 48.0 ～ 52.0 250,000

K-85 粉末 85.0 ～ 89.0 1,000,000

K-90 粉末 92.0 ～ 96.0 1,200,000

上記は開発品含む。分子量は推定値

品番 形状

クリージャス K-30 粉末

クリージャス K-90 粉末
化粧品表示名称：PVP
INCI Name：PVP
外原規名：ポリビニルピロリドン

品番 形状

アイフタクト K-30PH 粉末
日本薬局方適合

Photogr aph for：

すすぎ洗いの泡コントロールを 
大幅に改善した「ナンバーワン」
1963年5月に発売された「ナンバーワン」に
は、「アルコブルー」のイメージを破る新しい
アイデアが盛り込まれた。すすぎ洗い時の泡
コントロールを大幅に改善し、洗浄と漂白が
同時に行える特徴をもつ。

Photogr aph for：

高品質、低原価、斬新な容器の 
液体台所洗剤「新アルコL」
1958年、「225g入50円、世界で一番安い洗
剤」として発売された「アルコL」をリニュー
アル。「従来にない新しい特徴、高い品質、
そして低原価」を目標に開発され、1963年8
月に発売。大型製品へと成長した。

Photogr aph for：

繊維の種類を選ばず洗える 
おしゃれ着洗剤「モノゲンユニ」
「毛糸洗い」のイメージが定着し、季節性の
ある製品だった「モノゲン」。「モノゲンユニ」
は、おしゃれ着洗いを１種類の洗剤で満足
させる新配合により、1964年11月に発売。
イメージを一新し、人気製品となった。

モノゲンユニの創製
業界に先駆け、家庭向けの衣料用合成洗剤を発売した当社。その後も
次々と新製品を送り出しますが、市場は過当競争の時代へ。売上が伸び
悩む中、苦境を打破すべく登場したのが「モノゲンユニ」でした。

　本格的な合成洗剤時代の到来を前に、

1960年頃には大手各社で量産体制が整

い、中小メーカーも含めた激しい市場争

奪戦が繰り広げられていました。当社は、

「アルコブルー」「モノゲンS」「モノゲンW」

「アルコエース」と新製品を次々と送り出

しますが、販売体制の強化による経費

がかさみ、利益は逆に減少してしまうこ

とに。

　まさに正念場に立たされた家庭品本

部は、1963年から64年にかけて３つの

新製品を発売。洗浄と漂白が同時に行

える「ナンバーワン」、繊維の種類を選ば

ずおしゃれ着が洗える「モノゲンユニ」、液

体台所洗剤「新アルコL」は、かつてない

コンセプトで消費者の心をつかみました。

　成功の理由は、消費者の志向をも

とに製品開発が行われたこと。例えば 

「モノゲンユニ」の開発にあたっては、

1961年に発売した化繊用の「モノゲンS」

と毛糸洗い用の「モノゲンW」が対照的

な販売結果だった原因を探るため、市

場調査を実施。その結果、繊維の種類

によって洗剤を使い分けるニーズはあま

りないことが判明したのです。そこで、ど

んなおしゃれ着も洗える「モノゲンユニ」

を創製することに。毛糸、絹、化繊など

デリケートな繊維も、ふっくらソフトに

仕上がることなどが消費者を満足させ、

売上は順調に伸びました。

　製品のネーミングは約200候補か

ら選ばれ、ユニはUnique（唯一、無類）、

Unite（一体になる、団結）が由来です。ま

さに、唯一無二の製品は、当社の強みで

ある研究力と販売戦略の連携によって

生まれたということでしょう。

研究力と販売戦略
全社の強みを結集した
新発想の製品を
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DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1964

1961年4月、京 都
工場に新設された合
成洗剤向流式噴霧乾
燥塔(M塔)。本格的
な合成洗剤時代を予
測した大型の塔は、
当時月産能力2,000
トンを誇った。

1966年11月発行の第一
工業製薬社報に掲載され
た広告。「お洗たくに楽し
い 夢を ！　モノゲンご 愛 用
30年の感謝をこめて 金の
指輪プレゼント」と書かれ
た見出しに続き、「女性とと
もに30年。おかげさまで
モノゲンは日本一の洗剤に
なりました」とある。

表1  当社PVP製品の一例

当社が有する
PVP合成ノウハウ
ぜひお試しを！

用語解説
CMP ： 化学機械研磨（Chemical  Mechanical  
Polishing)

ニュートン流体 ： 外力によらず粘度がほぼ一定
の液体

参考文献
1） 浜元 伸二、中田秀人ほか、CMP用スラリー
における高分子分散剤の加工特性に及ぼす
挙動、埼玉大学地域共同研究センター紀要、
2003
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高分子なのに水に溶けやすく幅広い分野で活躍
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Product Information

半導体などの工業用途から

化粧品や医薬まで豊富な 

実績があります ！

図1  PVPの構造式 図2  ピッツコール V-7154の 
構造イメージ
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